
令和８年度学校法人鳥取家政学園鳥取敬愛高等学校 学校自己評価表 

令和８年 4月作成 

中長期目標   

≪建学の精神≫ 

 人格の向上、徳の涵養に努め、自主的精神に富める心身の健やかな人を 

 育成する。（スクールポリシー） 

≪目指す生徒像≫ 

 知識を深め、論理的分析的な思考力を持つ生徒 

 国際的な視点を持ち、自分の意思を相手に伝える力を持つ生徒 

 相手を尊重し、自ら考え判断し、課題解決に向けて努力できる生徒 

  

今年度の重点目標 

① 学力の向上 

② チャレンジ精神の育成 

③ 基本的生活習慣の確立 

④ 自己肯定感の醸成 

⑤ 鳥取敬愛版 GIGA スクール 

  

  

 

評価基準 Ａ：十分達成（100％） Ｂ：概ね達成（80％） Ｃ：変化が見える（60％） Ｄ：まだ不十分（40％） Ｅ：見直しが必要（30％以下） 

年度当初（令和 8年 4 月） 年度末（令和 9年 3月） 

評価 

項目 

評価の 

具体項目 
現状認識 

目標 
(年度末に目指す姿) 

目標達成のための方策 経過・達成の状況 評価 改善方策（令和 9年度に向けて） 

学
力
の
向
上 

確かな学

力の獲得 

各種の検定や定期考査前に特別講座や補講を開催したり、HRで事前学習に取

り組んだりして生徒の意欲を引き出している。模試結果を見ても、下位層

の引き上げにつながっていると考えられる。 

・学年の前半から後半にかけて、または学年が上がるにつれて学力層が下が

る傾向がある。   

・日々の学習の成果として、前半から後半にかけて、GTZ の位置を上げた生

徒がいた 

・1 学年では基礎力診断テストの成績上位者(3 科、国、数、英)の一覧をク

ラスに掲示している。その影響もあってか、モチベーションを維持して取

り組んでいる生徒の姿が見られ、C1ゾーン以上の学力層では上昇傾向がみ

られる。 

・Literas 検定や課外模試を実施するにあたり、クラス単位だけでなく学年

で共有しながら事前指導および事後指導を丁寧に実施したことで生徒の学

習への意欲を高めることができ、基礎学力の向上や Literas 検定の合格率

に結び付けることができた。 

・中堅層で、学力を高める学校内の行事(学習会や試験前質問受付など)への

参加が多く見られ、学力を伸ばしている。授業への関心は年々高くなって

いると思うが、テストで点数が取れない傾向。 

・長期休暇中の課題、家庭学習の状況調査が不十分。 

・敬愛スタディキャンプを通して学習への取り組み方を身につけ着実に成果

に結び付ける生徒を出すことができたが、KSC へ参加する生徒、職員の減

少、固定化が目立った。      

・各種模試で WEB 解答形式を導入し、進路について考え、進路先について研

究する生徒の姿が見えはじめた。また、結果が即時に分かるため、テスト

後に復習する姿も少しずつ見え始めた。 

・スタディーサポートの学習到達ゾーンは特別進学コースで B ゾーン、C ゾ

ーンが約 45%ずつであり、さらにその上のゾーンを目指すためには学習の

量、学習への目的意識、分からない問題に立ち向かい課題を解決する学習

へと学習の質を変容するしていくことが求められる。基礎力診断テストの

学習到達ゾーンは進学キャリアコースで Cゾーン以上が約 25%である。web

解答導入により、テスト後の復習する姿が見え始めている。 

・生徒が意欲的に授業

に取り組んでいる。 

・基礎学力の定着が見

られる。 

・家庭学習時間が増加

し、授業の予習や復

習が習慣化してい

る。 

・GTZ が C3 以上の生徒

が５０％ 

・  模試対策 Week」から学習姿

勢育成に注力した、望する生

徒が自主学習に取り組む 敬

愛スタディキャンプ」を再開

し、定期考査前の放課後の時

間に開催しし、定期考査に向

けて学習や、教員への質問等

を通して、課題を解決しよう

とする姿勢を身につけること

ができる取り組みに変更す

る。 

 

・データに基づいた模試成績の

分析方法や多様化する入試制

度の情報を提供し、進路実現

のための学習をはじめとする

様々な準備を進めていこうと

する姿勢を育むために 進路

学習 DAY」を新たに実施し、

年間 6回行う。 

 

・家庭学習の状況調査を実施

し、担任は生徒に家庭学習の

実施を呼びかける。 

 

 

 

 

教職員の 

授業改善 

 

生徒 

保護者の 

①短時間型の研究授業の実施 

②教職員に求められる資質のリストアップと整理を実施。 

③保護者との接点においても、BLEND を活用した情報共有の試みが満足度の

向上に寄与している。 

④ICT 機器（Chromebook）を活用する取り組みが進み、小テストの即時採点

生徒 

授業を通じて生徒が自

身の成長を実感してい

る。生徒が目的を持っ

①短時間型の研究授業を設け、

互いの授業から学びあう教員

集団づくりを目指す 

②外部によるアセスメントを導

入を検討 

 

 

 



満足度 

向上 

やアンケートによる意見集約が日常化した。授業アンケートの結果では、

 授業がわかりやすい」と回答した生徒が 77%に達し、教員の指導工夫が一

定の評価を得ている。 

④学校生活アンケートをデジタル化したことで、生徒の細かな不満や要望を

迅速に吸い上げ、改善に繋げるスピード感が向上した。 

④クロームブックの活用については授業アンケートでは 41％で向上傾向で

はあるが依然として教科にばらつきがある。 

て主体的に学習に取り

組んでいる。 

保護者 

 生徒の学習状況を把握

でき、本校の取組に

対して好意的にとら

えていただける 

教職員 

 職員全体が自己研鑽

に努め、各教科の授

業で ICT の活用や授

業改善が進んでい

る。 

・ 

③校務支援システム BLEND を生

徒連絡ツール、保護者連絡ツ

ールに加えて使用できるよう

にする。 

④学習教材のデジタル化を推進

する。 

 

ひとり一

人の進路

実現 

①1 年次からの キャリア教育」を軸に、自分の適性と向き合う面談を計画

的に実施した。模試結果や成績データの推移を生徒・教員・保護者で共有

し、客観的なデータに基づいた進路指導を徹底。大学、専門学校、就職の

各分野に応じたガイダンスを行い、特に進学キャリア層においては早期か

らの意識付けを強化した。生徒一人ひとりが 何のために学ぶのか」を問

い直し、自らの強みを活かせる進路先を主体的に選択する姿勢が見られ、

最終的な進路決定率は高い水準を維持している。 

②外国にルーツのある生徒に対する進路支援を実施しているが、状況は個々

により異なり、ビザの問題な土学校だけの努力では改善できない問題もあ

る。 

・体系的な進路指導が

進められており、生

徒が主体的に将来を

考え、目標を持って

進路実現に努めてい

る。 

・進路意識が二極化する傾向が

あるため、特に進路未決定層

や将来像が描けていない生徒

に対し、OB・OG による講演会

や職場体験などの リアルな

体験」を通じた動機付けを強

化する。また、担任による個

別カウンセリングの質をさら

に高めるため、最新の入試情

報の共有を徹底し、複雑化す

る入試制度に対応した 一人

ひとりに寄り添う指導」を深

めていく。 

・外国にルーツのある生徒に対

する進路支援も引き続き強化

する。 

・課外模試などの分析を積極的 

に行い教員間で共有し、確か

な学力の向上に結び付けてい

く。 

・進路決定者による下級生への

合格体験に関する講演を実施

し、進路実現のために必要と

なる準備を早期に進めようと

する姿勢を育む。 

 

 

 



チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
育
成 

コミュニ

ケーショ

ン教育の

推進 

 

総合的な

探究の時

間の活用 

 

①国際理解教育という言葉使用することを取りやめ、他の取組と組み合わせ

て 鳥取敬愛コミュニケーション教育」はコンセプトが理解しやすく高評

価である。 

②ジョン万次郎プロジェクトは前年度は韓国と広島のみとなった。 

③2年生の茶華道を現在の秋から 4月開始に前倒しし、研修旅行に向けた十

分な探究活動の時間を確保することができた。 

④韓国ヒョンソク高校との姉妹校協定締結した（令和 7年 5月 22 日） 

⑤ しゃんしゃん傘踊り」や文化祭・体育祭の実行委員会など、生徒主体の

活動を通じて、試行錯誤しながら成功体験を積む機会を創出した。 

⑥ボランティア活動への積極的な参加を支援し、他者貢献を通じた自信の形

成を促せた。 

⑦研修旅行は行き先をシンガポールのみとし、先生と生徒で創り上げる研修

旅行として一定の形が出来上がった。世界情勢や円安により研修旅行費用

の高騰が最大の懸念材料である。 

⑧総合的な探究の時間では、特に 1 年次の鳥取敬愛式 TED によって、探究す

るテーマを設定し、プレゼンテーションスキルを充分に養うことができて

いる。 

  (TED: Technology Entertainment Design プレゼントーク) 

 

・語学力ほか、様々な

手段を駆使して自分

の意志や考えを海外

の人々に伝えようと

チャレンジする姿勢

がある。 

・一歩踏み出す勇気さ

えあれば、自分の世

界や視野が広がるこ

とを実感している。 

・部活動加入率の向上を目指

し、加入者へのきめ細かな指

導と活動の魅力発信を強化す

る。 

・ICT を活用したプレゼンテー

ション機会を増やし、自らの

意見を表現する力の育成を継

続する。 

・ジョン万次郎プロジェクトと

して韓国のヒョンソク高校訪

問の機会を設ける。 

・タイのプッタモントン高校の

来校交流イベントを年度初め

に実施 

・今年度も 2年生の茶華道を現

在の秋から 4月開始に前倒し

し、研修旅行に向けた十分な

探究活動の時間を確保する。 

 

 

 

基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成 

基本的生

活習慣と

マナーの

定着 

・担任以外の教職員による挨拶運動を継続している。学びの場にふさわしい

服装の指導についても生徒指導部と学年団を中心に、生徒の背景を情報共

有しながら丁寧に行ってきた。清掃も教員が指示しなくても自主的に取り

組む生徒が多い。 

・社会規範を逸脱する生徒の数は減少傾向にあるが、依然として社会からの

誘惑が多く、顕在化していないのではないかと不安が残る。 

 

・家庭での生活習慣

（起床、学習、就寝

時間など）が確立し

ている。 

・より高い規範意識を

持ち、落ち着いた基

本的な生活習慣が身

についている。 

・環境保健部と学年が連携し、

施錠キャンペーンやマナーア

ップ週間をより生徒の心に響

く形で実施する。年々増加す

る要支援生徒（心理的・学習

的な支援を要する生徒）に対

し、早期のスクリーニングと

個別の支援計画（IEP 等）の

運用を強化するための教職員

研修会を計画的に実施する。

学校生活を 自律の場」と捉

え直し、生徒自身が規律を守

るメリットを感じられる指導

を徹底する。 

・担任外の職員による、挨拶運

動は遅刻者数の減少に効果が

あることが実証されたため、

令和８年度も引き続き実施す

る。 

 

 

 

豊かな人

間関係づ

くり 

・年間 2回の個別指導月間、学校生活アンケート、H-QU テストを通して生

徒理解に努めている。小さな情報も見逃さず、人間関係のトラブルにも早

期に対処することでいじめの未然防止につながっていると考えられる。分

掌部会や学年会で生徒の情報を共有し、生徒個々に応じた対応について共

通理解をもって取り組めている。   

 (H-QU:Hyper Questionnaire-Utilities 生徒理解と対応方法、学級集団の

状態と今後の学級経営方針の把握のための心理テスト) 

・友達のことを思いやる気持ちを持っている生徒は多いが、依然として SNS

での人間関係のトラブルが多い。 

・全校集会、学年集会、HR など機会あるごとに、スマートフォンの扱い方

や SNS の危険性について啓発活動を継続して実施できた。 

・安心カメラの導入により、教室外でのトラブルは減少した。 

・生徒個人ロッカーの施錠率が低い。 

・年 2回の QU テスト（学級満足度調査）」を確実に実施し、外部講師を

招いた研修会を通じて、科学的データに基づいた学級経営と生徒理解を推

進した。 

・ しゃんしゃん傘踊り」や文化祭・体育祭の実行委員会において、生徒会

以外の一般生徒にも運営の門戸を広げたことで、他者と協働して目的を達

・スマホの利用や SNS

の適切な利用マナー

が定着しており、周

囲に配慮した言動が

できる。 

・生徒にとって学校が

安心･安全な場所とな

っている。 

・生徒の代表者と教員が対等に

対話する場を定期的に設け、

学年ごとに生徒自身が企画運

営する お楽しみイベント」

を年 1回以上定着させること

で、帰属意識の向上を図る。 

・行事後の振り返りにおいて、

単なる感想に留まらず、自分

の成長と他者の良さを認め合

う 言語化のプロセス」を導

入する。 

 

 

 



成する喜びを共有する場を創出した。ボランティア活動への積極的な参加

支援により、地域社会との接点を増やし、他者への共感力や貢献意識を育

む機会を確保している。 

自
己
肯
定
感
の
醸
成 

① しゃんしゃん傘踊り」や文化祭・体育祭の実行委員会において、生徒会以外の一般

生徒にも門戸を広げ、運営に参画する機会を創出した。生徒が自ら試行錯誤し、成

功・失敗を共有するプロセスが自己肯定感の向上に大きく寄与した。 

②部活動加入者へのきめ細かい指導を継続し、インターハイでの活躍など対外的な記録

は大きく飛躍した。 

③部活動への加入率は依然として高くはないが、本校で設置していない、水泳や体操な

どで、生徒をアシストすることはできている。 

④探究活動におけるプレゼンテーション資料の作成と発表を通じ、多くの生徒が 自分

の考えを他者に伝える」自信を深めた。また、ボランティア活動への積極的な支援に

より、地域貢献を通じた自己有用感の獲得が進んだ。 

⑤上記のような効果が一部の生から多くの生徒へ拡大してくことが必要である。 

・学校行事や学級活

動、部活動、学校外

のクラブチーム、さ

らにはボランティア

活動などに主体的に

参加し、他者と協力

して自己肯定感を感

じることができる。 

・実行委員会などの活動後に、

何が達成でき、どのような成

長があったかを客観的に振り

返る機会を設け、成功体験を

言語化して生徒に還元する。 

・部活動の魅力を再発信し、加

入者へのきめ細かな指導を徹

底することで、集団活動を通

じた人格形成の機会を増や

す。 

・部活動への加入促進に向け

て、部活動が 豊かな人間関

係を築くトレーニングの場」

であることを再提示し、未加

入者や孤独を感じている生徒

へのアプローチを強化する。 

・ボランティア情報の周知方法

を多様化し、生徒一人ひとり

の興味関心に合った活動にマ

ッチングできるよう支援体制

を強化する。 

 

 

 

鳥
取
敬
愛
版GIGA

ス
ク
ー
ル 

①学力の向上 

 すべての授業でプロジェクターを活用し視覚効果を高める授業ができている。 

 クロームブックの活用は一部教科にとどまり、まだ伸びしろがあるが、大きな障壁と

して教科書そのもののデジタル化が進んでいないことが大きな問題である。 

②チャレンジ精神の育成 

 多くの場面でクロームブックの活用がなされている。生徒のリテラシー向上してい

る。 

③基本的生活習慣の確立 

 学校生活アンケートもクロームブックを活用して実施している。生徒それぞれのスケ

ジュール管理、生活時間の振り返りなどが次の目標となる。 

④自己肯定感の醸成 

 自分の考えや意見を表現することに、ICT を活用できている。 

・重点目標それぞれで

生徒が ICT を活用で

きている。 

・一人一台 PCの存在価

値を生徒、教職員、

保護者が理解してい

る。 

・教科書そのもののデジタル化

が途上にあるという外部要因

はあるが、校内の独自教材の

デジタル化をさらに推進し、

ICT を ツール」から 思考

の深化を支える基盤」へと昇

華させる。 

・生徒自身の端末を用いたスケ

ジュール管理や生活時間の振

り返りをより習慣化させ、セ

ルフマネジメント能力の育成

につなげる。 

・自己表現の方法の一つとして

クロームブックを用いたプレ

ゼンテーションを定着させ

る。 

 

 

 

 

 


